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ブナ里ハッピーライフプロジェクト

ブナっ子の輝く笑顔プロジェクト

　食生活などの変化による生活習慣病の低年齢化が問題視されるとともに、目標年次【平成 31 年】
には、町民の 10 人に４人までが高齢者になると予測され、医療や介護を必要とする人がこれまで以
上に増加することが懸念されます。
　今後10 年間は、だれもが生涯にわたり健康で幸せに暮らせるよう、地域資源を活用したスポーツや学習活
動、ボランティア・仕事などを通じた健康づくりに取組むことに加え、各種検診を充実させ、地域全体が一人ひ
とりの健康を支える環境をつくります。

　子供たちが元気な声を響かせ、あちこちで走り回る姿がどのくらいあるかが田
ま

舎
ち

の元気のバロメー
ターです。
　今後 10 年間は、家庭はもとより、町民、コミュニティ・団体・事業者、町の役割分担と連携に
より地域全体が心豊かでたくましい子供を育てる出産しやすい環境をつくり、子供たちが生まれ育っ
た黒松内を誇りに思う心を育てます。

健康

子育て

だれもが元気な田
ま

舎
ち

未来の子
たからもの

供を立派に輝かせる田
ま

舎
ち

現　　在
　過疎化と核家族化などにより、地域活動の原動力と
なる人材が不足していることから、元気な高齢者が地
域の担い手として活躍することが必要不可欠です。
　いつまでも元気に地域で活躍す
るためには、日々の健康管理が大
切ですが、各種検診受診率は低い
状態です。

【平成 20 年度】
特定健診受診率　26％
がん検診受診率　23％

10 年後の姿
　「自分の健康は自分で守る」意識が高まることに
加え、知らず知らずのうちに健康な体が形成され、お

年寄りが知恵を伝承し若者や成年層と田
ま

舎
ち

を守り育
てる元気な姿を至る所で目にすることができます。

参
加

支
援
・
啓
発

参
加

連
携

支
援

団体・事業者
■高齢者の経験、知恵、技術を
　活用した農村ビジネスの展開
１ 移住者、二地域居住者をターゲッ

トにした各種サービスの提供
２ 代々農村に伝わる食文化の商

品化
３ ボランティア貯金制度の創設

■各種団体等の活動充実
１ 各種サークルの運営充実
２ 指導者の育成と確保
３ 地域の施設や資源を活用した

各種イベントの開催
４ 食をテーマとした講座の開催

■支援が必要な町民への十分
な対応

１ 在宅ケア体制
の充実とマン
パワーの確保

２ 保 健、 医 療、
福祉の連携に
よる地域生活支援体制強化

３ 冬期間の除排雪や病院までの移送
など生活に密着したサービスの提供

４ 地域での見守り体制の充実
５ 消費者被害などに対する防止策

の啓発強化

町
■社会参加体制づくり
１ コミュニティビジネスへの支援
２ ボランティアなど地域づくり

活動への参加支援
■元気な体づくり
１ 地域資源を活用した身近な運

動・スポーツへの総合的な支援
２ 年齢、興味、技術に応じて参加

できる多様なスポーツの提供
３ 計画的な食育の推進
４ 町民体育館等の体育施設の

充実

■元気な心づくり
１ 対話を軸とした地域保健活動の推進
■定期的な健康管理
１ 定期健康診断、が

ん検診などの受診
啓発と費用の支援

２ 計画的な健康増進活動の推進
■自分の家での暮らしを支援
１ ケア付き住宅等の整備（まちな

か居住の推進）
２ 相談支援体制の充実と地域活動

支援センターの整備

町　　民
■自主的な活動
１ 身近な運動の実践と温泉を活

用した保養
２ 喫煙、飲酒、食生活など生活

習慣の見直し
３ 趣味や生き

がいを見つ
け充実した
生活を送る

４ ボランティ
アへの積極的な参加

■他人と触れ合う機会への参加
１ スポーツ教室、学習活動への参加
２ 町内会での話し合いや行事へ

の参加
３ 年代を越えた世代との交流機

会への参加
■定期的な身体の状況把握
１ 健康相談・講座などへの参加
２ 体力測定などの身体機能の把握
３ がん検診など各種検診の受診

10 年後の姿
　子供を安心して一人前にできる環境が整い、人
口に占める子供の比率が減らずに、子供たちは黒
松内での体験によりたくましい体と豊かな心で
外のまちへ一層勉学を充実させるため旅立ち、
全国・全道で活躍し外から黒松内を応援する者、
地元黒松内に戻り汗を流す者に成長しています。

学　  校
■「確かな学力、豊かな心、

丈夫な体」を育てる
１ 子供の進路に合

致した情報の提
供・指導

２ 習 熟 度 別 指 導、
発展的・補充的学習

３ 外国人講師による国際理解教
育・外国語指導

４ 豊かな自然や各種施設を活用し
た体験中心の「特色ある教育」

５ 地域の人材・資源の活用による道
徳・心の教育、福祉教育等の充実

６ 給食を通じた規則正しい食生活、
地産地消などの食育

７ 特別支援を要する
児童・生徒への支援

現　　在
　医療面や保育面など多面的な角度からの子供の成長支
援は一定のレベルにあるものの、住環境や子供の将来が決
定する教育面で
は、情報や経済
面での格差が広
がっています。

コミュニティ・団体・事業者
■子供の安全確保
１ 登下校時における子供の見守り強化
■子育てへの理解
１ 職場での子育てしやすい環境づくり
２ 子育てサークルの充実
■子供との関係を深める
１ 職場見学や体験などの受入れ
２ 子供が参加しやすい行事等の開催
■山村留学の取組み
１ 山村留学制度・通学合宿制度へ

の支援・定着

支　

援

連
携

支
援

連携
支援

【平成 20 年度】
子供の出生数　　24 人
子供の人口割合 11.8％

連携・支援・誘導

子育て家庭
子　供

「確かな学力」
「 豊 か な 心」
「 丈 夫 な 体」

■子供の夢や個性を育てる
１ 日々のたゆまぬ努力が自分の輝く将来

を築くことを考えさせる
２ 愛情を持った正しいしつけを持てる体験
３ 夢や希望を持てる体験機会の充実
４ 家族の会話や触れ合いを増やし思いや

りの心を身に付けさせる
５ 規則正しい食生活を実践し身に付けさ

せる

町
■基礎学力の向上
１ 放課後や夏冬休みを利用した学習の場の提供
■安全・安心な教育環境の整備
１ エコ改修による学校施設の改修
■地域での子育て支援活動の促進
１ 子育てサークルへの支援
２ 子育てネットワークの充実と子育て相談

機能の強化

■子育てサービスの充実
１ 延長保育などニー

ズに応じた保育体
制の強化

２ 放課後保育などに
よる子供の居場所の確保

３ 母と子供に対する保健活動の強化
■子育て世代の経済負担の軽減
１ 医療費・保育料など経済支援
２ 義務教育後の授業料、通学費、

寄宿費に対する支援
■住宅の安定供給
１ 安心して子育てできる環境の

整った良質な住宅の確保

誘
導
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自然にやさしく・人 にやすらぎの田
ま　ち

舎

みんなで歩むブ ナ北限の里づくり

分野別計画の方向
田
ま

舎
ち

づくりの五つの課題に沿い、
分野別に26項目に分けて、
今後取組むべき具体的な施策をまとめました。

田
ま

舎
ち

を育む人づくり
【学校教育、社会教育、地域文化】

自然を活
い

かす 田
ま

舎
ち

づくり
【農林水産業、商工業、 観光、移住・定住】

人にやさしい田
ま

舎
ち

づくり
【保健、医療、地域福祉、子育て、高齢者、

障がい者、消費者対策】

自 律 し た田
ま

舎
ち

づくり
【行財政、広 域行政、広報・広聴、協働】

人材

振興

安心 経営

●子供の夢をかなえるための「基礎学力向上」に力を注ぎ
ます。

●自然や農業などを活
い

かした「特色ある教育」、「特色ある
学校づくり」に引続き取組むとともに、地域とのつなが
りを深めます。

●地域が持つ課題に対応する学びの場を創出しながら、地
域リーダーを育成します。

●すべての町民が心身ともに健やかであるよう、ライフス
テージに合わせた学習・スポーツ活動を充実・定着します。

●歌才ブナ林をはじめとする自然遺産は、大切に守り活
い

か
しながら、調査研究の継続、情報発信の強化、新たな活
用にチャレンジします。

●ブナがつなげる姉妹市「愛媛県西予市」との交流を継続
します。

●自然と並ぶ潜在的な資源「農業」 を守り、育み、活用するため、主た
る生産物の確立はもとより、付加 価値の高い生産物の定着（ブランド
化）を目指すとともに、クリーン 農業に挑戦します。

●自然の源となる森林は、守る森、 活用する森とを明確にし、適正な施業
を誘導することに加え、種苗や木 材としてのブナの新たな利活用に取組
み、森と関連の深い水産資源の確 保にも努めます。

●市街地のにぎわいづくりや地域資 源を活
い

かした企業誘致に取組みます。
●優れた自然や牧歌的景観、農業体 験、フットパス、特産品などの農業・

農村の魅力を活
い

かした体験・滞在 型の交流に取組みます。
●交流の延長線上にある二地域居住 や完全移住に向けた総合的な移住対

策を展開します。
●良質住宅のストック、黒松内型の まちなか居住に取組みます。

●すべての町民が健やかで安心して生活できるよう、健診・
予防対策と同時に自主的な健康づくりを促進します。

●１次医療と救急医療を確保します。
●町民が支えあい助け合う地域福祉環境を維持・強化し、

田
ま　ち

舎全体での子育て応援、高齢者や障がい者の積極的な
社会参加を促進します。

●生活でのトラブルの回避と解決に向け、消費生活に関す
る情報提供、啓発、相談体制を充実します。

●財政基盤の一層の強 化、簡素で効率的な行政運営、
職 員 の 資 質 向 上 な ど、「選択と集中」による田

ま　ち

舎づ
くりを推進します。

●地方分権による事務 の移譲など、後志広域連合を受
け皿とした広域での 事務処理を進めると同時に、基
礎自治体が真に取組 むべき課題に対応できる体制を
確立します。

●速やかで分かりやす い情報提供と意見の反映のため、
広報・広聴機能を充 実します。

●新たな田
ま　ち

舎づくりの 仕組みとして、町民、コミュニティ・
団体・事業者、町の 協働体制を確立するとともに、新
たな公共を担う人材、 ＮＰＯ等の育成に努めます。
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自然にやさしく・人 にやすらぎの田
ま　ち

舎

みんなで歩むブ ナ北限の里づくり

自然にやさしい環境づくり
【環境管理、景観、上下水道、環境衛生、　
　 道路・河川、公共交通、情報通信網、
　　　　　　　　　 消防・救急・防災】

自然を活
い

かす 田
ま

舎
ち

づくり
【農林水産業、商工業、 観光、移住・定住】

自 律 し た田
ま

舎
ち

づくり
【行財政、広 域行政、広報・広聴、協働】

生活

●先人たちが守ってきた「北限のブナ林」をはじめとする
優れた自然を次世代に引き継ぐため、守り、育て、活

い

か
す総合的な環境施策を推進します。

●「景観行政団体」の利点を活
い

かし、自然と農業の生
なりわい

業がも
たらす牧歌的風景など心やすらぐ美しい景観をつくります。

●安全で安心な水の安定供給や生活排水処理を推進します。
●３Ｒ運動の促進や効率的で環境にやさしい廃棄物処理体

制の確立に努めます。
●既存道路の充実、北海道横断自動車道の整備促進、日常

生活の身近な足としての公共交通路線を維持・確保します。
●高速・大容量の情報通信機能を整備・拡充します。
●緊急時に備え、消防・救急体制、防災体制をより充実し

ます。

●自然と並ぶ潜在的な資源「農業」 を守り、育み、活用するため、主た
る生産物の確立はもとより、付加 価値の高い生産物の定着（ブランド
化）を目指すとともに、クリーン 農業に挑戦します。

●自然の源となる森林は、守る森、 活用する森とを明確にし、適正な施業
を誘導することに加え、種苗や木 材としてのブナの新たな利活用に取組
み、森と関連の深い水産資源の確 保にも努めます。

●市街地のにぎわいづくりや地域資 源を活
い

かした企業誘致に取組みます。
●優れた自然や牧歌的景観、農業体 験、フットパス、特産品などの農業・

農村の魅力を活
い

かした体験・滞在 型の交流に取組みます。
●交流の延長線上にある二地域居住 や完全移住に向けた総合的な移住対

策を展開します。
●良質住宅のストック、黒松内型の まちなか居住に取組みます。

●財政基盤の一層の強 化、簡素で効率的な行政運営、
職 員 の 資 質 向 上 な ど、「選択と集中」による田

ま　ち

舎づ
くりを推進します。

●地方分権による事務 の移譲など、後志広域連合を受
け皿とした広域での 事務処理を進めると同時に、基
礎自治体が真に取組 むべき課題に対応できる体制を
確立します。

●速やかで分かりやす い情報提供と意見の反映のため、
広報・広聴機能を充 実します。

●新たな田
ま　ち

舎づくりの 仕組みとして、町民、コミュニティ・
団体・事業者、町の 協働体制を確立するとともに、新
たな公共を担う人材、 ＮＰＯ等の育成に努めます。

分野別の26項目には、
それぞれに「10年後の目指す姿」を掲げ、
現在の「町民満足度」を示し、
目指す姿を実現するために取組む「主な施策」、
取組みの目標と成果を示す70の「成果指標」、
町民、コミュニティ・団体・事業者、町が
それぞれ担う役割を示す「協働の指針」を
表しています。

すべての分野にわたって
共通する四つの「約束ごと」

「町民の参画と協働」
「地域資源を活用」
「環境・景観に配慮」
「効率化」



11

自然にやさしく・人にやすらぎの田
ま　ち

舎

みんなで歩むブナ北限の里づくり
第３次黒松内町総合計画
【ダイジェスト版】

編集・発行　黒松内町企画調整課
〒048-0192
北海道寿都郡黒松内町字黒松内 302番地１
TEL　0136-72-3311　　FAX　0136-72-3316
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E-mail：kikaku@town.kuromatsunai.hokkaido.jp

黒松内町長

　ブナ北限の地に戸長役場が置かれた約 130

年前、先人は、明日を夢見て、草木生い茂る

土地に鍬
くわ

を下ろし、幾多の困難にもめげず、

北限のブナの森を掛替えのない財産として守

り続けました。

　北限のブナは、植物、動物、そして人をゆっ

くりと育て、人々の思い、歴史、美しい田
ま　ち

舎

を形づくり、素朴な豊かさや心の豊かさとし

て、今に生きる私たちに多くの恵みを与えて

います。

　社会がめまぐるしく変化する21世紀、日々

の暮らしの中で知らず知らずのうちに「環境」

を意識する時代となりました。

　先人が伝えた「母なる森」がはぐくんだ豊

かな恵みを、次代の子供たちへ引き継ぐこと

が、今を生きる私たちに課せられた大切な使

命にほかなりません。

　そのためには、時代の行く先を見据えたう

えで、守るものはしっかりと守り、必要なも

のは時
と　き

間をかけて変えることをいとわず、何

ごとにも果敢に挑戦することが大切です。

　黒
ふ る さ と

松内に思いを寄せ暮らす人々がささやか

ながらも幸せを感じられるよう、みんなで手

を取り合って歩むまちづくりの実現に思いを

込めて、このプランをお届けします。

平成２２年３月


